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さっぽろスリムネットについて

　市民・事業者・行政が一体となって、ごみ減量活動を推進していくため
の枠組みとして、「ごみ減量実践活動ネットワーク（愛称：さっぽろスリム
ネット）」は、平成17（2005）年3月に設立されました。
　さっぽろスリムネットは、自主性とパートナーシップを基本とし循環型
社会への転換を図るため、市民の日常生活や企業の事業活動における
ごみの発生抑制、排出抑制、再利用、リサイクル等のごみ減量につなが
る具体的な活動を展開することを目的としています。

　さっぽろスリムネットの組織は、事業計画や予算を作成する「運営委員会」と、
事業を実施する「プロジェクト」、そして、これらのサポートを行なう「事務局」
で構成されています。
　市民・事業者・行政がごみ減量に向けて対等な立場で意見を出し合うことで、
資源回収から普及啓発活動に至るまで、様々な先駆的・実験的な事業を生み出
しています。その中には、札幌市の事業として引き継がれていったものもあり、
例を挙げると、集団資源回収ボックスの設置助成、生ごみ堆肥化講師派遣など
があります。

　さっぽろスリムネットは、令和7（2025）年度に設立20周年を迎えました。活動を
振り返りますと、設立当初の「生ごみ減量」を柱とした各種取組や、レジ袋削減の
啓発、子どもたちへの環境教育、そして近年の食品ロスや海洋プラスチック問題へ
の対応まで、ライフスタイルの変化に合わせた幅広い活動を通し、ごみ減量や環境
保全の推進を図ってまいりました 。
　また、「生ごみ堆肥化講師派遣」や「エコボックス（集団資源回収ボックス）の設置
助成」など、現在、札幌市により実施されている事業は、さっぽろスリムネットの事業
に由来しており、３Ｒの実践に向けた「場づくり」にも貢献してまいりました。
　SDGs（持続可能な開発目標）の目標17「パートナーシップで目標を達成しよう」
が示す通り、複雑化する環境問題の解決には、あらゆる主体が協力し合うことが
不可欠です 。
　私たちは、この20周年という大きな節目を次なる発展へのスタートラインとし、
様々な主体と協働のうえ、さらなる循環型社会の実現に向けて邁進してまいります
ので、引き続き、皆様のご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます 。

ごみ減量実践活動ネットワーク
　　　委員長　田中　正巳
（特定非営利活動法人
北のごみ総合研究所代表理事）

委員長挨拶
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主な活動の紹介
さっぽろスリムネットフォーラム
　ごみ減量活動に関する情報共有や意見交換の場として、
年に1回フォーラムを開催し、講演会やパネルディスカッ
ションを行っています。
　フォーラムのテーマは、「生ごみの減量」、「お家のお片
付け」から「海ごみ問題」まで幅広く、今、何を市民に伝え
れば良いのかを考え、
選んでいます。
　これまでに、のべ
約2,000人が参加し
ました。

　家庭で生ごみの堆肥化
に取り組んでも使い道が
無い市民のために、札幌
市の協力を得て、生ごみ
堆肥の拠点回収を行って
います。

　回収された生ごみ堆肥は、札幌市内の堆肥製造工場で
2次処理した後、市内の畑で活用しています。
　本事業は平成19（2007）年度から開始し、これまでの
回収量は、15トンを超えています。

　個々人が日々実践しているごみ
減量行動を、広く市民に”見える”
ようにするため、ご家庭から出た
生ごみを使った自家製堆肥で育
てた野菜、花、観葉植物、自慢の
庭・菜園などの写真を募集してい
ます。
　募集された作品はホームページ
への掲載の他、イベント等で展示
しています。

　これからの未来を担う
子どもたちに、日々発生
する身近なごみの減量を
意識してもらうとともに、
子どもたち自ら啓発を進
めてもらうことを目的とし
て、平成28（2016）年度

から、札幌市内の小学生を対象にした「ごみ減量ポスター
コンクール」を開催しています。
　これまでに、のべ約3,000作品が寄せられました。

　ゲームや模擬体験を通じて、ごみ減量を楽しく学べる講
師派遣型の出張講座を開催しています。小学校の授業や
児童会館などに利用いただき、好評を得ています。また、
イベント等にも出展しています。
　出張講座は平成18
（2006）年度から開
始し、これまで、のべ
約400回開催してい
ます。（参加者数で約
16,000人）

ごみ減量ポスターコンクール

生ごみ堆肥の拠点回収 ゲームでエコを学ぼう！

自家製堆肥でガーデニング！
フォトコンテスト 元気なうちに３Rでお片づけ！

　いわゆる遺品整理に伴って発生する一時多量ごみの
問題が深刻化することを見据え、体も心も元気なうちに
身の回りのものを減らしていく必要性を啓発する「元気な
うちに３Rでお片づけ！」と題したセミナーを令和３（２０２１）
年度から開始し、これまでに、のべ約500人が参加しま
した。

　この他にも、様々な活動を行っています。
　詳しくはさっぽろスリムネットのホームページをご覧
ください。



さっぽろスリムネット活動年表
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○平成17年3月14日設立（設立運営委員会開催）
○プロジェクトとして「生ごみ減量プロジェクト」、「紙ごみ減量プロジェクト」、「容器
包装減量プロジェクト」、「リユース実践プロジェクト」、「普及啓発プロジェクト」の
５つを設置

●生ごみ堆肥化セット（ダンボール式）の廉価販売（～H21／以降、市事業に移管）
●生ごみ堆肥化セット（密閉式容器）の廉価販売（～H22／以降、市事業に移管）
●生ごみ堆肥化講師派遣（～H26／以降、市事業に移管）
●生ごみ地域循環活動支援事業（～H21）
●生ごみ堆肥化実験モデル事業（～H18）
●エコボックス（集団資源回収ボックス）の設置助成（～H22／以降、市事業に移管）
●レジ袋削減啓発（コンサドーレ試合会場、スーパー店頭）
●マイバッグモデル事業
●市と共催でリユース広場開催（～H22）
●環境広場さっぽろ出展（～現在）
●北海道食品産業総合展に参加（～H18）
●資源化施設等の視察会を実施（～H19）
●第1回スリムネットフォーラム開催『生ごみを減らそう』

●環境教育出張講座（買い物ゲーム）を開始（～現在）
●コンポスター等生ごみ処理器材の助成を開始（～H22／以降、市事業に移管）
●生ごみリーダー養成講座（～H20）
●家庭用廃食油の回収促進のためのPR等を実施
●廃食油回収拠点設置者支援事業（～H21）
●雑がみモニター調査を実施
●定山渓温泉ぐる～りエコ収穫祭に参加（～H21）
●もいわ夏祭り「目指せ！ごみダイエット」に参加
●第2回スリムネットフォーラム開催『誰もが取り組めるごみ減量であるために』

●電器店等の協力を得て蛍光管
の拠点回収開始

●区役所等に古紙回収ボックス
を設置

●札幌市たばこの吸い殻及び
空き缶等の散乱の防止等に
関する条例（通称：ポイ捨て
等防止条例）を施行

●さっぽろ学校給食フード
リサイクルの開始

平成16年度
（2004年度）

年　度 さっぽろスリムネット 札幌市

平成17年度
（2005年度）

平成18年度
（2006年度）

●生ごみ堆肥拠点回収事業（～現在）
●オリジナルマイバッグの製作・販売（～H22）
●アースデイEZOにごみ減量啓発ブースを出展（～H20）
●第3回スリムネットフォーラム開催『札幌市のごみ減量について考えよう』

平成19年度
（2007年度）

生ごみリーダー養成講座 スーパー店頭でのレジ袋削減啓発 資源化施設等の視察会

エコボックス設置助成事業 環境教育出張講座 リユース広場
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●生ごみ堆肥化DVD製作
●ダンボール拠点回収事業を開始（～現在）

●札幌消費者協会と協働で、「おもちゃのばくりっこ」を実施（～H24）
●家具の廃材を利用した木工工作教室（～H27）
●手稲駅自由通路「あいくる」にてごみ減量パネル展を開催
●環境科学展「わくわくエコ広場」に参加（～H27）
●北海道ノーレジ袋運動を進める連絡会に参加
●第4回スリムネットフォーラム開催『生ごみリサイクルについて学ぼう！』

●北海道容器包装の簡素化を進める連絡会に参加（～現在）

●リサイクル施設などの施設見学会を実施（～H27）
●第5回スリムネットフォーラム開催『あなたも今日から生ごみダイエット！』
○ 5つのプロジェクトを「ごみ減量・資源化事業プロジェクト」と
　「普及啓発活動プロジェクト」の2つに再編

●札幌市一般廃棄物処理基本計画
　「スリムシティさっぽろ計画」を策定
●「レジ袋削減に向けた取組みに関する
協定」（事業者・市民団体・市による
三者協定）を締結

●新聞、雑誌、ダンボールを
　「雑がみ」の収集対象から除外

●西地区リサイクルセンター開設
●生ごみ堆肥化セミナーを開始

●リユースプラザ・厚別地区リサイクル
センターの開設

●「燃やせるごみ」、「燃やせないごみ」
の有料化、「雑がみ」収集、「枝・葉・草」
収集の開始

年　度 さっぽろスリムネット 札幌市

平成20年度
（2008年度）

平成21年度
（2009年度）

平成22年度
（2010年度）

平成23年度
（2011年度）

環境科学展での啓発活動 生ごみリーダー・生ごみ地域内
循環活動団体交流会

廃材を使った木工工作教室

ダンボール拠点回収事業
生ごみ堆肥化DVD

おもちゃばくりっこ

●出前式資源回収実験事業を開始（～H26）
●札幌市立大学、札幌消費者協会と協働で「よくな～るかるた －さっぽろ環境かるた－」
を製作

●「ドイツ・ミュンヘンの環境を知るセミナー～環境編～」を公益財団法人札幌国際
プラザと共催

●第6回スリムネットフォーラム開催『資源ごみの分け方・出し方・減らし方』
●拠点回収した生ごみ堆肥を２次処理して市民へ無料配布（～H26）

●小学生を対象にしたごみ減量紙芝居募集（～H27）
●市内の全183児童会館に「よくな～るかるた-さっぽろ環境かるた-」を寄贈
●環境教育出張講座のメニューに「ごみ分別ゲーム」、「環境かるた」を追加
●廃棄物資源循環学会札幌大会に市民展示として参加
●ファイバーリサイクルネットワークへの参加（～H30）
●第7回スリムネットフォーラム開催『燃やせるごみの減量術』

●第8回スリムネットフォーラム開催『資源回収はみんながお得！』

●ごみ減量キャンペーン開始『みんなで
はじめる生ごみダイエットキャン
ペーン』

●使用済み小型家電の回収開始
●ごみ減量キャンペーン
　『TRY！－10％生ごみダイエット』

●北地区リサイクルセンター開設
●地区リサイクルセンターで古着回収開始
●ごみ減量キャンペーン
　『ごみを減らそう！未来のために。』

平成24年度
（2012年度）

平成25年度
（2013年度）

平成26年度
（2014年度）
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●古着の移動回収モデル事業（H28年度、市事業に移管）
●生ごみ堆肥と野菜の交換（～現在）
●生ごみ堆肥を使って育てた野菜の収穫体験バスツアー
●さっぽろスリムネット10周年記念フォーラム（第9回スリムネットフォーラム）開催
『もっと進めよう、ごみ減量』

●集団資源回収のPRチラシを作成
●環境教育出張講座のメニューに「環境すごろく」を追加
●資源物拠点回収の推進（～現在）
●ごみ減量ポスターコンクール開催（～現在）
●第10回スリムネットフォーラム開催『元気なうちにお家をお片づけ』
○「ごみ減量・資源化事業プロジェクト」と「普及啓発活動プロジェクト」を「ごみ減量
プロジェクト」に統合

●各清掃事務所で古着回収開始
●札幌クリーニング協同組合と「古着
回収」に関する協定を締結

●ごみ減量キャンペーン『さっぽろ
ゴミュニケーション～ゴミのキモチ
で“もったいない”を減らそう。』

●ごみ減量キャンペーン
　『日曜日は冷蔵庫をお片づけ。』

年　度 さっぽろスリムネット 札幌市

平成27年度
（2015年度）

平成28年度
（2016年度）

生ごみ堆肥の無料配布 10周年記念フォーラム 出前式資源回収実験

よくな～るかるた
-さっぽろ環境かるた- ごみ減量紙芝居作品募集

●廃棄物資源循環学会札幌大会に市民展示として参加
●札幌消費者協会と協働で、環境紙芝居「さっちゃんのピクニック」を作成
●北海道容器包装の簡素化を進める連絡会と協働で、海洋プラスチックごみ問題啓
発紙芝居「プラごみおばけがあらわれた」を作成

●第13回スリムネットフォーラム開催『元気なうちにお片づけ～モノを手放すコツ～』

●食品ロス削減講座を開催（～R6）
●食器リユース促進事業（～R4）
●第12回スリムネットフォーラム開催『海ごみから見るプラスチック問題～私たち
に何ができるのか考えてみよう～』

●古紙回収の分かりやすいチラシデザインを作成
●海洋プラスチックごみ問題の普及啓発パネルを作成し、環境イベントや円山動物園
等で展示

●海洋プラスチックごみ問題啓発デザインの作成
※スリムネットフォーラムは新型コロナ感染症の影響により中止

●ごみ減量キャンペーン
　『日曜日は冷蔵庫をお片づけ。』
　『しまっておくより月イチ・リユース。』

●ごみ減量キャンペーン
　『日曜日は冷蔵庫をお片づけ。』
　『しまっておくより月イチ・リユース。』

●ごみ減量キャンペーン
　『#おうちでエコササイズ』
　『#おでかけエコササイズ』

平成30年度
（2018年度）

令和元年度
（2019年度）

令和2年度
（2020年度）

ごみ減量ポスターコンクール

●食品ロスモニター調査を実施
●制服リユース実験事業（～R2）
●第11回スリムネットフォーラム開催『自家製堆肥でおいしい野菜づくり』

●「新スリムシティさっぽろ計画」を策定
●ごみ減量キャンペーン
　『日曜日は冷蔵庫をお片づけ。』

平成29年度
（2017年度）
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●「元気なうちに3Rでお片づけ！」セミナー開催（～現在）
●自家製堆肥でガーデニング！フォトコンテスト開催（～現在）
●制服リユース普及促進事業（～R4）
●「ふろしきで2R」リーフレットの作成
●第14回スリムネットフォーラム開催『食の循環とごみ減量～生ごみ堆肥化、
食品ロス削減、そしてSDGｓへ～』

●子どもごみ減量講座を開催
●海洋プラスチックごみ問題啓発動画の制作
●さっぽろスリムネット3Rパートナー登録制度開始（～現在）
●第15回スリムネットフォーラム開催『ファッションとごみ減量～持続可能な
ファッションにチェンジ！～』

●衣類リユース普及促進事業（～現在）
●集団資源回収・古紙回収拠点利用促進ポスター・チラシの作成
●衣類修理体験イベント「リペアしてもっと着よう」開催
●第１６回スリムネットフォーラム開催『資源をごみにしないためにできること』

●第１７回スリムネットフォーラム開催
　『”リユース上手”でやりくり上手～不要品活用のコツを知ろう～』
●「元気なうちに3Rでお片づけ！」オンラインセミナー開始（～現在）

●さっぽろスリムネット２０周年記念講演
　『”つなぐ、広がる、循環型社会へ”～市民と事業者の３Rアクション～』を
北海道容器包装の簡素化を進める連絡会と協働のもと開催

●ごみ減量キャンペーン
　『#お買い物でエコササイズ』
　『#脱プラでエコササイズ』

●ごみ減量キャンペーン
　『ごみ減量TEAM変エル』

●ごみ減量実践事業
●ごみ減量ポータルサイト開設
● 株式会社ジモティー、株式会社マー
ケットエンタープライズとリユース活動
の促進に向けた連携協定を締結

●ごみ減量実践事業
　『SAPP‿RO ごみ減量チャレンジ！』

●ごみ減量実践事業『３Ｒチャレンジプロ
ジェクト』

● 株式会社セカンドストリートとリユース
活動の促進に向けた連携協定を締結

● 株式会社大丸松坂屋百貨店大丸札幌
店と連携し、市役所本庁舎にて衣類等
の回収を実施（４、10月）

年　度 さっぽろスリムネット 札幌市

令和3年度
（2021年度）

令和4年度
（2022年度）

令和5年度
（2023年度）

令和6年度
（2024年度）

令和7年度
（2025年度）

元気なうちに３Rでお片付けセミナー 自家製堆肥でガーデニング！フォトコンテスト

「ふろしきで2R」リーフレット 海洋プラスチックごみ問題啓発紙芝居制服リユース実験事業

衣類のリペアイベント

20周年
記念講演



ホームページによる情報発信
　さっぽろスリムネットでは、ホームページで
随時、事業情報を発信しています。
　フォーラムや各種セミナー等の開催情報を
ぜひチェックしてください。

さっぽろスリムネット運営委員

さっぽろスリムネット20周年記念誌
「市民・事業者・行政のパートナーシップで循環型社会へ」

市民団体
　特定非営利活動法人北のごみ総合研究所
　（公社）札幌消費者協会
　定山渓連合町内会

行　政
　札幌市（環境局）

2026年（令和8年）3月発行

事業者・事業者団体
　イオン北海道株式会社
　紙パック回収指定業者の会
　コアレックス道栄㈱札幌営業所
　（一財）札幌市環境事業公社
　札幌市製紙原料事業協同組合
　（一社）札幌青年会議所
　札幌バイオフードリサイクル株式会社
　株式会社ばんけいリサイクルセンター

ごみ減量実践活動ネットワーク（さっぽろスリムネット）事務局
　〒060-8611　札幌市中央区北1条西2丁目  札幌市役所12階　環境局循環型社会推進課内
　Tel ： 011-211-2928 ／ Fax ： 011-218-5108
　E-mail ： slimnet@city.sapporo.jp
　HP ： https://www.city.sapporo.jp/seiso/slimnet/index2.html

さっぽろスリムネット


